
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３３号 ２０２２年２月２５日 

発行：特定非営利活動法人ＰＡＣガーディアンズ 

『PACガーディアンズ定例勉強会 報告』 

テーマ；私たちが目指す地域づくりとは 

 ～袖ケ浦福祉センター廃止への取り組みと 

共生社会の実現に向けて～ 

 

講師陣：前千葉県健康福祉部長 横山正博氏 

県障害福祉事業課長  原見律子氏 

県障害者福祉推進課長 大野義弘氏 

当法人顧問 佐藤彰一 

 

袖ヶ浦福祉センター廃止から思うこと～定例勉強会に参加して～ 当法人理事 佐藤裕美 

2013 年 11 月袖ヶ浦福祉センターで虐待死亡事件が発生しました。 

当時私の息子は千葉県立千葉盲学校高等部 3 年生でした。息子は生まれつき全盲で知的障害も併せ持

っています。この事件は、卒業を目前に他人ごとではないと、漠然と感じていたことを思い出します。 

「強度行動障害」という言葉を耳にしたのもこの頃でしたが、見かけたこともなく、単に素人では支

援が難しい障害という認識でした。家庭で一緒に生活することが難しいため入所されている方々。しか

し、閉ざされた環境の中で、自らの気持ちがうまく発信できず理解してもらえず、それでも指示に従わ

なければならない、それはいつしか強要に変わっていったのだろうか？ そして反発した結果だったの

か？ などと考えてしまいました。 

そんな中、思春期を迎え卒業後の不安を抱えた息子がパニック行動をとるようになりました。主に激

しい自傷行為ですが、制止しようとすると標的がこちらに移り、他害行為になります。本人は、はじめ

は衝動が抑えられずに行為に及びますが、そのうち自制できなくなり涙を流しながら自傷行為を続けま

す。落ち着くと泣きながら「ごめんなさい」を連呼します。このような状態に近いのが強度行動障害な

のだろうか。確かにこの状態がこの先何十年も続くのかと思うと、どこかに助けを求めたくなります。

息子は何か理由やきっかけがあって行為に及んでいると信じ、模索しました。在学中は寄宿舎を利用し、

親元を離れささやかな開放感があったのだと思いますが、卒業後は自宅で親の監視下。そこで週に１回

ナイトケアサービスを利用し、外泊するようにしました。パニック行動は徐々になくなりました。環境

を変えたことが解決の一つでした。 

千葉県が袖ヶ浦福祉センターの令和 4 年度末の廃止を公表した時、本人はどこへ行くのだろうか？ 

支援が難しいため入所させたのに、自宅に戻すことはできるのか？と頭をよぎりました。 

今回の勉強会では、行政が第三者検証委員会等の提言を受け、県内全域を対象とした新しい支援シス

テム構築を目指し、尽力されてきた経緯を知ることができました。（こんなに熱い思いで関わってくださ

る職員がいらしたことに感謝いたします。） 

「集団支援から個別支援へ」民間のノウハウを活かした支援体制の構築、そのために施設の廃止を決

めて退路を断った千葉県の挑戦と覚悟を感じました。お一人お一人が環境を変え、そして大規模ケアか

らきめ細やかな支援を受けることで、穏やかな生活が保障されることを期待しています。 

悲しい袖ヶ浦福祉センターの虐待死亡事件から始まった、個を尊重した「千葉県が目指している共生

社会の取り組み」は今後どのように展開し、必要としている方々への支援が行われ、障害者が安心安全

に過ごせる社会となっていくのか見守っていきたいと思います。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見支援センターだより 

①法人後見受任状況（令和３年１２月末現在）  船橋市内 8４件 船橋市外 ３０件 

 後見類型 保佐類型 補助類型 計 

 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 

船橋市内 ２５人 ３０％ ５２人 ６２％  ７人  ８％  ８４人 

船橋市外  8 人 ２７％ １８人 ６０％  ４人 １３％  ３０人 

計 ３３人 ２９％ ７０人 ６１％ １1 人 １０％ １１４人 

内訳 知的障害 ６３件 精神障害 ４2 件 高次脳機能障害 7 件 高齢者 2 件 

②成年後見人候補者養成講座 

   当法人主催の成年後見人候補者養成講座は、新型コロナウィルスの感染拡大状況を鑑みながら開催に

ついて検討中です。受講希望者は直接下記事務局にお問合せください。 

 

 

 

 

令
和
三
年
十
二
月
十
七
・
十
八
日 

知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で 

開
催
さ
れ
た
「
権
利
擁
護
に
関
す 

る
相
談
支
援
事
業
従
事
者
中
堅
研 

修
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
参 

加
者
は
十
二
名
で
し
た
。 

一
日
目
は
「
私
」
の
個
別
支
援
計 

 
 

 
 

 
 

 
 

画
を
作
り
合
う
と
い
う
こ
と
で
、

最
初
に
お
互
い
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ト
を
作
成
。
自
分
の
こ
と
を
、
聴
か 

れ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
は
案
外
、
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ 

ま
し
た
。
相
手
が
、
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
何
が
し
た 

い
の
か
、
そ
こ
を
見
誤
ら
な
け
れ
ば
、
支
援
の
方
向
性
は 

間
違
わ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

二
日
目
は
「
目
標
設
定
と
戦
略
的
な
計
画
立
案
」
で

す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
、
何
が
障
害
に
な
っ
て
い
る

か
、
そ
れ
を
克
服
し
た
状
態
で
あ
る
中
間
目
標
、
中
間
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
考
え
る
。「
ど
う
や
っ
た

ら
で
き
る
か
」
で
は
な
く
、
出
来
な
い
理
由
を
全
て
出
し

て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
を
取
り
除
く
方
法
、
行
動

を
考
え
ま
す
。 

こ
の
二
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
自
分
で
は
考

え
な
い
よ
う
な
こ
と
が
目
標
や
手
段
に
な
る
こ
と
、
頭

で
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
言
葉
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
な
ど
、
自
分
の
苦
手
な
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
自
身

の
支
援
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
良
い
研

修
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
は
横
の
繋
が
り
が
で
き
、

皆
同
じ
よ
う
に
悩
み
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
回
は
他
の
セ
ン
タ
ー
職
員
に

参
加
し
て
欲
し
い
で
す
。 

発 行： 特定非営利活動法人ＰＡＣ（ぱっく）ガーディアンズ 理事長 名川 勝  

事務局： 〒273-0005 船橋市本町 6-3-16レックスマンション602 号室   ホームページ https://pacg.jp/ 

tel 047-407-4441  fax 047-407-4860 メール info@pacg.jp  後見・権利擁護関係のご相談お受けします 

Ｓ
様
は
精
神
科
病
院
に
約
二
〇
年
入
院
さ

れ
て
お
り
、
退
院
に
あ
た
り
保
佐
人
と
し
て
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
団
地
で
の
独
り
住

ま
い
を
再
開
し
て
約
７
年
、
自
由
な
生
活
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
齢
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の

低
下
か
ら
外
出
中
の
転
倒
で
救
急
搬
送
さ
れ

る
こ
と
数
回
、
一
人
暮
ら
し
は
厳
し
い
の
で
は

と
支
援
者
間
で
話
が
出
た
と
こ
ろ
、
自
宅
で
一

人
入
浴
中
に
湯
船
か
ら
立
ち
上
が
れ
ず
溺
れ

か
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
Ｓ
様
は
何
か
と
『
持

っ
て
い
る
男
』
で
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
助
け
ら
れ

て
事
な
き
を
得
ま
し
た
。
し
か
し
ラ
ッ
キ
ー
に

頼
る
に
は
限
界
、
危
険
が
予
見
で
き
る
の
に
放

置
す
る
こ
と
は
虐
待
に
あ
た
る
と
ケ
ア
マ
ネ
か

ら
も
話
が
あ
り
、
早
急
に
施
設
探
し
を
開
始
。

数
件
目
で
即
入
居
で
き
る
特
養
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
や
は
り
Ｓ
様
は
『
持
っ
て
い
る
男
』
、

Ｓ
様
の
生
活
ぶ
り
を
考
慮
し
た
支
援
を
提
案

し
て
く
れ
る
施
設
で
し
た
。
し
か
し
自
由
な
お

ひ
と
り
様
生
活
を
満
喫
す
る
Ｓ
様
に
ど
う
説

明
す
べ
き
か…

現
状
の
生
活
の
課
題
と
施
設

に
入
っ
た
場
合
の
生
活
、
金
銭
面
に
つ
い
て
も

丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
Ｓ
様
は
私
に

向
か
っ
て
「年
貢
の
納
め
時
で
す
か
ね
え
」の
言

葉
（
涙
涙
）
施
設
探
し
開
始
か
ら
入
居
ま
で
２

ヶ
月
間
、
入
居
先
の
選
定
、
現
サ
ー
ビ
ス
の
停

止
、
現
住
居
の
処
分
と
盛
沢
山
の
業
務
の
中
、

Ｓ
様
と
の
絆
も
確
認
で
き
た
日
々
で
し
た
。 

 

あ
る
日
の
後
見
日
誌 

 
研修会参加報告 
障害者成年後見支援

センター長 野口友子 

https://pacg.jp/
mailto:info@pacg.jp

